



















































































































































































ン（UNAMSIL: ～ 200 年 ）、 国 連 コ ン ゴ 活
動（MONUC: 年～）、国連ハイチ安定化支援
ミッション（MINUSTAH: 200 年～）、国連ブル
ンジ活動（ONUB:200 ～ 2006 年）、国連スーダン
支援団 (UNMIS:200 年～ )、ダルフール国連・ア























































































































































Movement/Army：SLM/A) や、 正 義 と 平 等 運 動 
(Justice and Equality Movement: JEM) による政府
関連施設への攻撃であった。スーダン人民解放軍






































点で特徴的である (Murithi 200: pp.6-8)。2002 年
には AU 平和安全保障理事会が設立され、その安全
保障機能の中心を担うことになった。
ダルフール紛争に関しても、AU は 200 年から
紛争当事者間の和平交渉を支援し、200 年  月に
は、スーダン政府と主な反政府軍（SLM/A および
JEM）との間で人道支援体制確立のための人道休
戦協定と議定書の調印にこぎつける (Agreement on 
Humanitarian Ceasefire on the Conflict in Darfur, 8 
April 200)。同協定は AU 監視団の支援を受けて、
敵対行為の停止を監視するための休戦委員会の設立
を定めていた。




要員からなる AU スーダン・ミッション (AMIS) の











ものの (Appiah-Mensah 2006 : -)、文民を標的に
した攻撃は要員派遣後も継続していた。こうした事
態を重くみた国連安保理は、200 年  月にジャン
ジャウィードを対象にした武器の禁輸等を含む経済
制裁を決議 6 によって決定する (S/RES/6, 0 
July 200 : paras.,8.)。



















側の事情も働いていた (de Waal 200a : 00-0)。
AU による度重なる和平交渉の努力の結果、停戦か
ら 2 年を経過した 2006 年  月にようやく「ダルフー
















いる。200 年 2 月時点の国連難民高等弁務官事務
所（UNHCR）および OCHA からの情報によれば、
過去 6 か月の間に新たに 2 万人が居住地域を追わ
れて避難を余儀なくされたという (A/HRC//　80, 













（3）国連 AU ダルフール合同ミッション (UNAMID)
　　への移行












て安保理では米国と中国が 2006 年  月になって国
連と AU の合同ミッションを提案し、最終的に実現
したのはそのさらに 8 か月後の 200 年  月のこと
であった（Bah and Johnstone 200:-）。
UNAMID 設置を決定した決議 6 は、和平合意
の早期実施を支援することを目的として、, 人
の軍事要員、60 人の軍事監視員、6,2 人の文民
警察官、そして .0 人の文民要員を合わせた  万
人を超える最大規模の活動を設計した。その任務権
限のなかには、やはり憲章第  章の下での文民の保
護機能が明記されている (S/RES/6,  July 200: 


































た (Wenping 200: -, Aning 2008:-)。さらに
EU 各国をはじめとする先進諸国においては、犠牲
を覚悟で地上部隊を投入するほどの準備も動機も乏







きていない (Stahn 200, -8)。さらに分権的な
国際社会においては、規範が遵守されるためにはそ
の規範が社会の構成員によって内在化される必要が


































2008 年  月  日付けの事務総長報告によれば、
ダルフールでは家畜の略奪や無差別の殺戮、空爆な
どが引き続き行われており、2008 年に入ってから
 月  日までの期間に約 0 万人が再び避難生活を
余儀なくされたという。さらにこれらの紛争犠牲者
のために現地で働いている人道援助要員も攻撃対象








れた活動要員がいまだに揃わず、2008 年  月  日
















認めている AU であっても、AMIS の活動を強制的
な介入とはせずスーダン政府の同意のうえで展開し
たことは、紛争当事者の活動への協力をとりつける
必要性に由来していた (Abass 200: 2-2)。
ソマリアやルワンダにおける活動の頃から国際
的な救援活動の意義と問題点を考察してきたデ・






















































ドの関係者の引き渡しも、現在（2008 年  月）に
至るまで行われていない（Williamson 2006: 2-26, 
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Protection of Civilians in Armed Conflicts 
and the United Nations’ Security System:
 On its reaction to the conflicts in Darfur
Nanako SHIMIZU
<Abstract >
After the end of the Cold War, the United Nations’ security system has developed 
its functions not only for the security of nation-states but also for the security of the 
people, usually the war-victims. A well-known example of these new security concerns is 
the protection of civilians in armed conflicts. It has come to be recognized as one of the 
main functions of the UN security system and was also translated into a newly invented 
concept; “responsibility to protect.” 
In reality, however, the UN security system is now facing severe criticisms for its 
inaction and malfunction in responding to the conflicts in Darfur, Sudan. By closely 
examining the UN Security Council’s reactions to the catastrophic conflicts in the region, 
it is analyzed that there are many lessons to be learned in order to realize the protection 
of civilian populations in the conflict zones by UN peacekeeping operations. It is required 
that the member states of the UN would accept the collective responsibility to protect the 
war-victims in case of the absence of protection by the host country. 
（2008 年６月２日受理）
